
令 和 ７ 年 ７ 月 １ ６ 日

宮崎河川国道事務所

小丸川水系河川整備計画の点検

資料５



■河川整備計画点検の流れ

（１）これまでの点検経過

（２）整備計画の概要

（３）河川整備の進捗・実施状況

（４）流域治水の取組み

（５）流域治水プロジェクト2.0
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・流域の社会情勢の変化、地域の意向
・事業進捗状況及び見通し

河川整備の進捗・実施状況

（１） これまでの点検経過

河
川
整
備
の
実
施

Ｈ２０．３ 小丸川水系河川整備基本方針 策定

・流域の社会情勢の変化、地域の意向
・事業進捗状況及び見通し

Ｈ２７～ 河川整備計画 点検（計７回）

河川整備の進捗・実施状況社会情勢の変化
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Ｒ７．７ 河川整備計画 点検（今回）

Ｈ２５．８ 小丸川水系河川整備計画 策定



整備計画の目標

■本計画で定めた以下の治水・利水・環境に関する目標の達成に向け、河川整備を実施します。

治 水

戦後第2位相当となる平成16年8月洪水を概ね安全に流下さ
せ、さらに平成17年9月洪水の水位低減を図ります。

利 水

○河川水の利用に関しては、取水実態の変化を踏まえ、
慣行水利権から許可水利権への切替等、適正な水利使
用の調整を行います。

環 境

○河川環境については、重要種を含む多様な動植物が生
息・生育・繁殖する豊かな自然環境を保全、整備します。

○河川空間の整備と適正な利用については、豊かな自然
環境や地域の風土・文化を踏まえ、魅力的で活力あふ
れる小丸川を目指し、多様なレクリエーションや身近
な環境学習の場としての整備、保全に努めます。

（２） 小丸川水系河川整備計画の概要 整備計画の目標

○水質については、河川の利用状況、沿川地域の水利用状
況、現状の環境を考慮し、良好な水質の保全に努めます。

○良好な景観の保持・形成については、小丸川の清らかな
流れと豊かな自然が織りなす良好な河川景観の保全を図
ります。

基準地点 目標流量 洪水調節量 河道流量

高城 4,600m3/s 500m3/s 4,100m3/s

小丸川本川における整備目標の基準地点流量

7.65k
高城
■

0.0k
河口
○

日
　
向
　
灘

4,600
（4,100）

宮田川

宮田川 250

(※平常時のみ)

日
　
向
　
灘

■：基準地点
○：主要な地点4,100

（4,600）

日
　
向
　
灘

流量単位：m3/s

上段：整備計画目標流量
下段：河道整備流量

この他「堤防の安全性向上対策」や「内水対策」及び 「地
震・津波対策」等についても、必要に応じて対策に努めます。

○動植物の生息・生育、漁業等に必要な流量を下回らな
いように努めます。

地点名 期別 流量

高城 通年 概ね2m3/s

流水の正常な機能を維持するため必要な流量
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河道掘削

⑨ 北山地区

築 堤
⑧ 北山地区

河道掘削

⑦ 高城橋付近 築 堤

⑤ 上江地区

河道掘削

③ 川田地区

築 堤

① 蚊口浦地区

堤防質的整備

④ 小丸川下流地区

堤防質的整備

⑥ 小丸川中流地区

内水対策

② 宮越地区

完 了

完 了

凡 例

河道掘削

築堤

堤防質的対策

内水対策 築 堤

⑩ 南高鍋地区

（３） 河川整備の進捗・実施状況 （河川改修事業）

完 了
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実施中

完 了

完 了

完 了

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・６ページ目をご覧ください。

・河川整備計画での主な事業内容ですが、赤い旗揚げが当面整備の事業、緑の旗揚げが整備計画期間で実施する事業となります。
・なお、当面整備のＢ／Ｃは、7.1となっております。

次お願いします。（１５秒／１８０秒）




（３） 河川整備の進捗・実施状況 （河川改修事業）
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築堤護岸工・・・北山地区

＜整備概要＞

・築堤及び掘削護岸工事を行うことで

治水安全度の向上を図る

・施工延長 約２３０ｍ

・令和５年度現地着手

施工箇所

横断図

（小丸川）

北山地区

R7.4.16撮影R6.5.24撮影



（３） 河川整備の進捗・実施状況 （河川維持）
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高鍋町持田地区 河道掘削

○河川内の樹木や堆積土砂については、河川巡視、測量等により河道の変化を把握し、適切な維持管理に努めています。

○河道掘削・樹木伐採を実施することで河川の水位低減を図り、早期に安全性の向上をはかります。

【河道掘削前】

【河道掘削後】

R6撮影

R7現在



かわまちづくり検討範囲及びゾーニング（案）

かわまちづくり

 高鍋町では「小丸川下流地区かわまちづくり計画」策定に向け令和6年10月に協議会を設立し検討中であり、令和7年8月のかわまちづく
り支援制度への登録を目指している。

 小丸川下流地区かわまちづくりでは、『利用者・地域住民・市民活動団体・企業・地域自治体・河川管理者等が協働し、高鍋地区のまち
づくりと一体となった小丸川の水辺空間を活かした「魅力ある小丸川かわまちづくり」を目指す』ことを基本理念に掲げ、賑わいのある
小丸川河川空間を創出することを目指して、かわまちづくりを推進中である。

：新規整備箇所：利活用（整備）ゾーニング

にぎわいゾーン

自然体験ゾーン
河跡湖

自然河岸

小丸川河川敷広場

小丸大橋

駐車スペース

管理用通路

小丸川

赤文字 ：町整備、青文字 ：国整備【整備分担】

転回場

張芝

転回場

管理用通路
転回場

高水敷整正

管理用通路

管理用通路

：新規整備箇所・ ：利活用（整備）ゾーニング

散策・健康増進ゾーン
（高鍋大橋～小丸大橋の周遊コース）

植樹(桜)･張芝
盛土(側帯)

川表階段工

親水護岸（階段）

川表坂路拡幅

高鍋高校

水辺交流ゾーン

中洲樋管

小丸川

赤文字 ：町整備、青文字 ：国整備【整備分担】

張芝

川裏階段工

高水敷整正

駐車スペース

川裏坂路拡幅

管理用通路

マスダスタジアム

高鍋高校

中州樋管

MASUDA
スタジアム

小丸川河川敷広場

にぎわいゾーン

散策・健康増進ゾーン

かわまちづくり検討対象範囲

自然体験ゾーン

水辺交流ゾーン
水上スポーツやお花見など、子どもから高齢
者まで誰もが自然に集い憩う交流エリア

散策・健康増進ゾーン
水辺の景観に癒されながら楽しく歩いて
健康増進を目指すエリア にぎわいゾーン

スポーツやイベントなど、多くの人で
賑わうエリア

自然体験ゾーン
小丸川の自然や歴史を学び、体験するエリア

水辺交流ゾーン

高
鍋
大
橋

小
丸
大
橋

河跡湖

宮越樋管

かわまち会議で現地確認を実施 かわまち会議における意見

かわまち会議の様子

下流エリア

上流エリア

かわまち会議の状況

利活用・整備（案）イメージ（下流エリア：高鍋高校付近）

利活用・整備（案）イメージ（上流エリア：河川敷広場付近）
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（３） 河川整備の進捗・実施状況 （水辺の賑わいづくり）
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（４） 流域治水の取組み（雨水地下貯留施設） 

○ホームワイドが駐車場に雨水桝を設置している。排出は操作せず、排出溝のみで調整をする。

高鍋町



・参加自治体等
国、高鍋土木、児湯農林、高鍋町（事務局：国）

・開催頻度
３か月に１度に開催

実施状況（R6.8.19）

○H17年9月洪水において小丸川下流の宮越地区で家屋等の
甚大な浸水被害が発生。このほか、平成9年9月、平成16年
8月、平成30年9月と立て続けに浸水被害が発生しているこ
とから、国・県・町が相互に連携して「小丸川宮越地区総合
内水対策計画（令和2年3月）」を策定し、ハード・ソフト一体と
なった浸水被害軽減対策を実施中。

○国による排水機場整備（令和4年度完成）に合わせて、高鍋
町において水害強いまちづくりの一環として、災害危険区域
に関する条例を制定。今後、区域指定等を実施予定。

○高鍋町において、流域治水を進めるための方策を検討する。

補助金 施策集 国 高鍋土木 児湯農林 高鍋町

１）雨水貯留浸透施設（調整池・公共施設）
　　校庭・公園・駐車場貯留

貯留・浸透施設の整備
校庭貯留施設の整備

20,58 歩道等の透水性舗装を依頼 開発許可時に依頼

２）雨水貯留浸透施設（下水道） 内水等都市浸水対策 23

３）雨水貯留浸透施設（民間施設）
雨水貯留浸透施設の整備
固定資産税の減免

37,38
ホームワイドで実施
開発許可時に依頼

４）田んぼダム
貯留機能向上のための農地整備
田んぼダムを推進する活動

P4 ○
栳瀬地区圃場整備事業に
て整備予定

５）用水路事前放流 事前排水の活動支援
5,

29,30

６）ため池活用・事前放流
洪水強化に資する施設整備
低水管理の活動支援

3,5,
29,30

○(ため池整備)
△(事前放流)

ため池整備を実施

７）雨水貯留タンクの普及
雨水貯留浸透施設の整備
固定資産税の減免

37,38 高鍋出張所に設置 庁舎等において設置を検討

８）雨水浸透枡の普及
雨水貯留浸透施設の整備
固定資産税の減免

37,38

９）森林の水源涵養機能の発揮
間伐等森林整備
治山施設、保安林整備

15,16

10）貯留機能保全区域 指定に関わる特例措置 17

１）河道掘削・築堤・引堤・ダム・遊水地等 河道掘削等
松尾ダムの土砂撤去
河道掘削

２）利水ダム事前放流
事業放流に伴う損失補填
放流設備等に対する補助制度等

P3 ダムの事前放流の調整 ダムの事前放流

１）排水施設・ポンプ（河川） 河川改修事業等
宮越排水機場等設置
排水ポンプ車の運用

○

２）排水施設・ポンプ（下水道） 内水等都市浸水対策 23,34 △

１）立地適正化計画の策定・見直し 防災指針施区政の補助 50
R7年度着手、R８年度策
定予定

２）土地利用規制の設定
災害危険区域の設定
宅地かさ上げの補助金を
検討

３）嵩上げ、移転促進
レッドゾーンからの移転補助
既存不適格建築物等への助成

49,52 宅地かさ上げの補助金を検討

１）ハザードマップ（外水・内水）の公表 ハザードマップ作成印刷支援 54,55 R7リスクマップを作成 R8にHMを整備予定

２）浸水想定区域（外水・内水）の公表 浸水想定区域図作成支援
54,55,

56
浸水想定区域策定済み R7に浸水想定区域図を公表予定 R8にHMを整備予定

１）避難場所等の環境支援 避難場所等の整備 59,61
避難場所の拡大に向けて
検討
備蓄の確保

２）施設の耐水化の促進
浸水防止用設備の課税特例措置
既存住宅の浸水対策

47,53 △

１）情報発信手段の検討
防災・安全交付金　効果促進事業
内水浸水リスクマネジメント推進事業

54,56
リスクライン、浸水セン
サ等の設置

◎

１）排水ポンプ車の整備 購入補助（緊急浚渫推進事業） 排水ポンプ車の運用

内水氾らん対策

⑤早期復旧に向けた取り組み

②被害の最小化

集水域における対策

河川区域内における対策

Ⅰ氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

項目

Ⅱ被害対象を減少させるための対策

Ⅲ被害の軽減、早期復旧、復興のための対策

①土地のリスク情報の充実

③避難に資する情報発信

①リスクの低いエリアへ誘導、住まい方の工夫
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（４） 流域治水の取組み（高鍋町流域治水勉強会の開催） 



N

小丸川流域治水プロジェクト【位置図】
～都市化の進む流域において総合的な治水対策を一層推進し、浸水被害を軽減～

R6.3（2.0策定）

宮崎県

川 南 町

高 鍋 町

木城町

小丸川

堤防・護岸整備
橋梁架替
樋門樋管改築 等

宮田川（宮崎県）

切原川（宮崎県）
樹木伐採、河道掘削

森林の整備・保全
（森林整備センター）

森林の整備・保全
（西都児湯森林管理署）

道路嵩上げによる
内水被害軽減対策

（高鍋町）

気象情報等の
プッシュ型通知
（木城町）

内水氾濫対策
（川南町）

災害危険区域の指定
（高鍋町）

防災学習の推進・自主防災
組織の結成と積極的活動

（高鍋町）

避難所等環境整備
（川南町）

浸水想定区域内での
垂直避難場所の設定

（木城町）

農業用ため池等の
防災対策の推進
（木城町）

土地利用規制・誘導（イメージ）

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

・水害リスク情報空白域の解消のため、浸水想定区域の作成検討
・タイムライン等迅速な避難に関する取組
・マイ・タイムラインや住民が利用しやすいハザードマップの作成促進
・ハザードマップを活用した防災訓練の実施促進
・防災学習の推進・自主防災組織の結成と積極的活動
・要配慮者を考慮した避難・誘導の取組の推進
・避難場所等環境整備支援 等
・排水機場の遠隔操作・監視
・洪水予測の高度化

※今後、関係機関と連携し対策検討

■被害対象を減少させるための対策
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）
・家屋の耐水化、嵩上げ等による住まい方の工夫促進
・浸水想定区域内での垂直避難場所の設定
※今後、関係機関と連携し対策検討
・土砂災害警戒区域等の指定による土砂災害リスク情報の充実化

解説状況

水害リスク情報の提供・充実

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、堤防整備、床止改築、宮越排水機場の整備、橋梁架替、海岸事業との
連携 等
・砂防関係施設の整備
・内水氾濫対策（町道嵩上げ、内水水位計の設置）
・流域の雨水貯留機能の向上（水田の貯留機能の向上、農業用ため池等の防災対

策
 の推進、雨水浸透・雨水貯留施設の設置促進・案内等）
・森林の整備・保全、治山施設の整備
・利水ダム等８ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：宮崎県、高鍋町、九州電力（株）、土地改良区など）

・既存施設の有効活用検討
・流域流木対策（林野部局との連携強化）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更と成る場合が
ある。
※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後河川整備
計画の過程でより具体的な対策内容を検討する。

森林の整備・保全

福岡県

大分県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

宮崎県

【位置図】

⃝ H17.9洪水では、戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したこと等を踏まえ、以下の取り組みを一層推進していくものとし、更に国管理区間に
おいては、気候変動（２℃上昇時）を考慮した戦後第２位洪水であるH16.8洪水が流下する場合においても、現行の治水安全度を確保し、洪水を安全に
流下させることを目指す。

⃝堤防整備や河道掘削等の事前防災を引き続き推進し、洪水時の急激な水位上昇を抑制するため、遊水機能を有する土地や歴史的な治水対策の保全を図
る。また、流出抑制対策の検討や立地適正化計画制度における防災指針の作成等、流域市町村が一体となった防災・減災対策を図る。

床止改築(国)

河道掘削(国)

河道掘削(国)

凡 例
  ：気候変動考慮時の浸水深0.5m以上のエリア

   ：大臣管理区間

宮越排水機場の整備(国)

河道掘削(国)

堤防整備(国)

河道掘削(国)

堤防整備(国)

堤防整備(国)

水衝部対策(国)

高鍋防災ダム（高鍋町）

事前放流

大瀬内ダム（電）

川原ダム（電）

海岸保全施設の整備
（掘削土砂の活用）

宮崎海岸（国）

戸崎ダム（電）

石河内ダム（電）

事前放流

事前放流

事前放流

事前放流

渡川ダム（県）
松尾ダム（県）
切原ダム（川南町）

事前放流

10



N

宮崎県

川 南 町

高 鍋 町

木城町

小丸川

堤防・護岸整備
橋梁架替
樋門樋管改築 等

宮田川（宮崎県）

切原川（宮崎県）

樹木伐採、河道掘削

森林の整備・保全
（森林整備センター）

森林の整備・保全
（西都児湯森林管理署）

道路嵩上げによる
内水被害軽減対策

（高鍋町）

内水氾濫対策
（川南町）

農業用ため池等の
防災対策の推進
（木城町）

床止改築(国)

河道掘削(国)

河道掘削(国)

宮越排水機場の整備(国)

河道掘削(国)

堤防整備(国)

河道掘削(国)

堤防整備(国)

堤防整備(国)

水衝部対策(国)

高鍋防災ダム（高鍋町）

事前放流

大瀬内ダム（電）

川原ダム（電）

海岸保全施設の整備
（掘削土砂の活用）

宮崎海岸（国）

戸崎ダム（電）

石河内ダム（電）

事前放流

事前放流

事前放流
事前放流

渡川ダム（県）
松尾ダム（県）
切原ダム（川南町）

事前放流

河跡湖の保全
（生息・生育・繁殖環境の保全）

生息・生育・繁殖
環境の保全

生息・生育・繁殖
環境の保全
縦横断の連続性確

保

生息・生育・繁殖
環境の保全

生息・生育・繁殖
環境の保全

生息・生育・繁殖
環境の保全＋

生息・生育・繁殖
環境の保全
縦横断の連続性確保

生息・生育・繁殖
環境の保全

●治水対策における多自然川づくり
・生息・生育・繁殖環境の保全
・縦横断の連続性確保

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・住民団体等による小中学生等への環境学習等の実施
・水田の活用（田んぼダム）、ため池の活用等による
多様な生態系の保全

福岡県

大分県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

宮崎県

【位置図】

〇小丸川上流部は急峻な山地を流下し左岸側の尾鈴山周辺一帯は、尾鈴県立自然公園に指定され照葉樹林が分布し美しい渓谷や滝が存在しており、竹鳩橋付近の高水敷部は、
かつての流路の名残である河跡湖が点在し浮葉・抽水性の植物が生育・繁殖し、昆虫や魚類が生息・繁殖しているなど豊かな自然環境、良好な河川景観を有しています。

○汽水域特有の多様な環境が成立している河口域及び多様な水生植物が生育している河跡湖の保全として、今後概ね10年間で多様な生物が生息・生育・繁殖環境を保全するな
ど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

治水メニュー

大臣管理区間

気候変動考慮時の浸水深0.5m以上のエリア

凡例

市町村境

既存ダム

グリーンインフラメニュー

住民団体等による小中学生等への環境
学習

小丸川水系流域治水プロジェクト【グリーンインフラ】
～度重なる台風被害が発生した小丸川における防災・減災対策～

●グリーンインフラの取り組み 『多様な生物が生息・生育・繁殖する豊かな自然環境の保全』

住民団体等による小中学生等への環境
学習

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

【全域に係る取組】
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携支援

生息・生育・繁殖
環境の保全
縦横断の連続性確

保

生息・生育・繁殖
環境の保全
縦横断の連続性確

保
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小丸川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～度重なる台風被害が発生した小丸川における防災・減災対策～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

小丸川における排水機場整備（国）

「小丸川宮越地区総合内水対策計画」に基づき排水機場
を整備。10年に１回程度発生する内水被害に対し、床上
浸水被害を解消するとともに、近年で最大の被害が発生
した平成１７年９月洪水に対しても、床上浸水被害の解
消を図る。

要配慮者利用施設管理者への支援として、県
関係各課職員等が講師となり、避難確保計画
作成に係る講習会（オンライン方式）を開催。
（令和３年11月：県内全域を対象，271施設
が参加）法改正内容や水害・土砂災害リスク
等の避難確保計画作成の必要性や、避難確保
計画作成のポイント等について、詳しく解説。
また、今後も活用できるよう、県内全市町

村へ講習会動画の配布を実施。

開催状況（R3.11.15）

要配慮者利用施設管理者を対象とした避難確
保計画作成に係る支援の取り組み（宮崎県）

「小丸川宮越地区総合内水対策計画」に基づき
水害に対応したまちづくりの構築（高鍋町）

浸水被害が懸念される箇所においては、条例に
よる土地利用の規制をかける等、水害に強いま
ちづくりを推進。

【主な取り組み】
・土地利用規制（災害危険区域の設定等）
・家屋の耐水化、嵩上げ等住まいの工夫の促進

北山地区における河道掘削状況（国）

河道掘削による流下能力の向上を図る。

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：100％
（令和６年度末時点）

３市町村
（令和５年度実施分）

0施設
（令和６年度実施分）

２箇所

（令和６年度完成分）
※施工中 １施設

0施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関係施設の
整備数

（令和６年７月末時点）

１市町村 （令和６年９月末時点）

1河川

（令和６年９月末時点）

0団体

洪水浸水想
定区域

個別避難計画

（令和６年９月末時点）

1施設

（令和５年1月1日時点）

1市町村

避難確保
計画

46施設
土
砂

洪
水

内水浸水想
定区域

■宮越排水機場 令和４年完成

R7.3月更新
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令 和 ７ 年 ７ 月 １ ６ 日

宮崎河川国道事務所

大淀川水系河川整備基本方針
の変更概要(案)

資料６



気候変動を踏まえた計画へ見直し

○ 平成９年に河川法が改正され、「河川整備基本方針（長期的な河川整備の方針）」と「河川整備計画（当面の具体的な整備の計画）」を策定すること
となっている。

1



気候変動を踏まえた計画へ見直し

○ 平成15年には河川整備基本方針を、平成18年には河川整備計画を策定した。

○ 平成17年9月の台風第14号により、観測史上最大の流量を記録する洪水が発生し、約4,700戸の浸水被害が発生。

これを踏まえ、平成17年度からの5年間で、河川激甚災害対策特別緊急事業による河川整備を集中的に実施した。

○ その後、平成28年に河川整備基本方針を変更し、平成30年に河川整備計画を変更した。

2



3

気候変動を踏まえた計画へ見直し

3



気候変動の影響や流域の取組等の基本高水や流量配分への反映

4

⇒ 大淀川水系については、令和7年6月16日に開催された社会資本整備審議会
  河川分科会 河川整備基本方針検討小委員会（第151回）にて審議を開始



河道と貯留・遊水機能確保による流量配分の考え方

5

○ 計画高水流量（河道配分流量、洪水調節流量）の検討、設定にあたっては、流域治水の視点も踏まえ、流域全体を俯瞰した貯留・遊水機能の確保
など幅広く 検討を実施するとともに、河道配分流量の増大の可能性や、技術的な可能性、地域社会や河川利用・河川環境への影響等を総合的に
勘案したうえで設定。



河道配分流量の設定 河道配分流量の増大の可能性（柏田：宮崎市街部）

6

○ 流下能力が不足する宮崎市街部において、河道配分流量増大の可能性について検討した。

○ 河口から約4kmの位置にある橘橋付近は、川幅が狭く流下能力が不足しているが、両岸の背後地にマンション、ホテル群等が密集し、複数の橋梁架
け替えも伴うため、引堤による河道配分流量の増大は社会的な影響が大きい。

○ また、河床部には、岩盤が露頭している。

○ 以上のことから、河道配分流量を基準地点柏田9,700m3/sより増大させることは困難であることを確認した。



河道配分流量の設定 河道配分流量の増大の可能性（樋渡地点）

7

○ 狭窄部の影響による堰上げが上流の有堤区間にまで及ぶため、樋渡地点において河道配分流量増大の可能性について検討した。

○ 検討にあたっては、狭窄部となっている県指定史跡「観音瀬水路」の保全に配慮し、河道掘削をすることにより、樋渡地点において5,000m3/s相当の
流下能力が確保可能であることを確認した。

○ 掘削を実施する際は、景観・利用・環境との調和に配慮した河川整備を実施する。



洪水調節量の設定 貯留・遊水機能の確保

8

○ 今回見直しを行う基準地点柏田における基本高水のピーク流量13,400m3/sに対応するため、既存ダムの操作ルールの変更など、既存施設の有
効活用や新たな貯留・遊水機能の確保について検討を行い、3,700m3/sの洪水調節が可能であることを確認。



大淀川水系河川整備基本方針～河道と洪水調節施設等の配分流量変更（案）～

○ 気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水のピーク流量13,400m3/s（基準地点柏田地点）を、洪水調節施設等により3,700m3/s調節
し、河道への配分流量を 9,700 m3/sとする。

9⇒ 大淀川水系河川整備基本方針が策定され次第、大淀川水系河川整備計画の見直しに着手

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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